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■
聚
楽
第
っ
て
何
？

聚
楽
第
は
豊
臣
秀
吉
の
京
都
に
お
け
る
邸
宅
と
し
て
、
内
野
（
平
安

じ
ゆ
ら
く
だ
い

う
ち
の

京
大
内
裏
旧
跡
）
に
建
築
さ
れ
ま
し
た
。
秀
吉
は
、
天
正
十
三
（
一
五

八
五
）
年
関
白
に
任
官
す
る
と
、
翌
年
か
ら
聚
楽
第
の
造
営
を
始
め
、

。

「

」

同
十
五
年
に
完
成
し
ま
し
た

聚
楽
と
は

長
生
不
老
の
楽
し
み
を
聚あ

つ

め
る
と
い
う
意
味
で
す

「
じ
ゅ
ら
く
て
い
」
と
も
読
み
ま
す
。

。

聚
楽
第
の
構
造
は
、
北
は
元
誓
願
寺
通
、
東
は
堀
川
通
、
南
は

も
と
せ
い
が
ん
じ
ど
お
り

ほ
り
か
わ
ど
お
り

押
小
路
通
、
西
は
千
本
通
を
外
郭
と
し
、
内
郭
に
は
本
丸
を
中
心
に

お
し
こ
う
じ
ど
お
り

せ
ん
ぼ
ん
ど
お
り

北
ノ
丸
、
南
二
ノ
丸
、
西
ノ
丸
の
曲
輪
が
築
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

く
る
わ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
、
そ
の
う
え
全
面
的
な
発

掘
調
査
が
不
可
能
な
の
で
、
正
確
な
範
囲
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

発
掘
調
査
の
結
果
、
幅
三
十
メ
ー
ト
ル
を
超
す
大
規
模
な
堀
が
め
ぐ

ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
堀
の
外
に
は
武
家
屋
敷
が

配
置
さ
れ
ま
し
た
。
如
水
町
（
黒
田
如
水
）
や
浮
田
町
（
宇
喜
多
秀

に
よ
す
い
ち
よ
う

く
ろ
だ
じ
よ
す
い

う
き
た
ち
よ
う

う

き

た

家
）
な
ど
町
名
に
そ
の
な
ご
り
を
留
め
て
い
ま
す
。

天
正
十
六
（
一
五
八
八
）
年
、
聚
楽
第
に
後
陽
成
天
皇
が
行
幸
し
、

ご
よ
う
ぜ
い

秀
吉
は
そ
の
場
で
諸
大
名
か
ら
誓
紙
を
取
り
、
政
権
の
基
盤
固
め
を
行

い
ま
し
た
。

同
十
九
年
、
秀
吉
は
甥
の
秀
次
を
関
白
に
就
任
さ
せ
、
聚
楽
第
を
譲

ひ
で
つ
ぐ

、

（

）

、

り
ま
し
た
が

文
禄
四

一
五
九
五

年
秀
次
を
自
害
に
追
い
や
る
と

聚
楽
第
も
破
却
し
ま
し
た
。
そ
の
遺
構
の
一
部
は
、
当
時
造
営
中
だ
っ

た
伏
見
城
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

聚
楽
第
の
跡
地
で
は
、
勧
進
能
が
行
わ
れ
、
芸
能
興
行
の
場
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
次
第
に
人
家
が
立
ち
並
び
、
聚
楽
組
と
呼
ば
れ
る

じ
ゆ
ら
く
ぐ
み

上

京
の
町
組
の
一
つ
と
し
て
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

か
み
ぎ
よ
う

町
屋
か
ら
運
び
出
さ
れ
る
塵
芥
で
聚
楽
第
の
堀
は
埋
め
ら
れ
、
そ
の

地
に
聚
楽
蕪
菁
、
聚
楽
（
堀
川
）
牛
蒡
な
ど
の
京
野
菜
が
作
ら
れ
ま
し

じ
ゅ
ら
く
か
ぶ
ら

じ
ゅ
ら
く
（
ほ
り
か
わ
）
ご
ぼ
う

た

ま
た

聚
楽
第
跡
地
の
地
下
か
ら
得
ら
れ
る
茶
褐
色
の
土
は
聚
楽
土

。

、

じ
ゆ
ら
く
つ
ち

と
呼
ば
れ
、
土
蔵
の
壁
土
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は

茶
室
な
ど
の
最
高
上
塗
専
用
土
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
御
土
居
っ
て
何
？

秀
吉
に
よ
る
京
都
都
市
改
造
の
一
つ
と
し
て
、
天
正
十
九
（
一
五
九
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「 」17世紀初めの 京都図屏風
に描かれた聚楽第内郭の堀
跡を附近の現況に重ねた。
現在の通りとの位置関係は
森島康雄氏の復元案に従っ
た。



一
）
年
、
御
土
居
と
呼
ば
れ
る
土
塁
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。
御
土
居
は

お

ど

い

軍
事
的
防
衛
や
洪
水
対
策
と
と
も
に
、
洛
中
と
洛
外
を
明
確
に
区
別
す

る
役
割
り
が
あ
り
ま
し
た
。

東
は
寺
町
東
辺
、
西
は
紙
屋
川
、
北
は
鷹

峯
・
上
賀
茂
、
南
は
九

か
み
や
が
わ

た
か
が
み
ね

条
を
限
り
、
総
延
長
約
二
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
場
所
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、
土
塁
に
附
属
し
た
堀
幅
は
約
四
～
十
八
メ
ー
ト
ル
、
土
塁

は
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
、
基
底
部
の
幅
九
メ
ー
ト
ル
。

土
塁
の
上
に
は
竹
を
植
え
て
盛
土
を
保
護
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

一
般
に

七
口

と
総
称
さ
れ
る
出
入
口

鞍
馬
口
・
大
原
口
・
荒
神
口

「

」

（
く
ら
ま
ぐ
ち

お
お
は
ら
ぐ
ち

こ
う
じ
ん
ぐ
ち

・
粟
田
口
・
伏
見
口
・
東
寺
口
・
丹
波
口
・
長
坂
口
な
ど
十
か
所
ほ

あ
わ
た
ぐ
ち

ふ
し
み
ぐ
ち

と
う
じ
ぐ
ち

た
ん
ば
ぐ
ち

な
が
さ
か
ぐ
ち

ど
）
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
全
国
に
通
じ
る
街
道
が
延
び
て
い
ま
し

た
。慶

長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
に
は
既
に
一
部
は
壊
さ
れ
、

市
街
地
の
拡
大
と
と
も
に
御
土
居
の
破
壊
が
進
み
ま
し
た
。
と
く
に
東

辺
の
河
原
町
通
・
寺
町
通
沿
い
は
早
く
か
ら
市
街
地
に
変
え
ら
れ
ま
し

た
。
現
在
で
は
北
辺
と
西
辺
・
東
辺
の
一
部
が
残
存
し
、
国
指
定
史
跡

と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
御
土
居
と
同
時
に
掘
ら
れ
た
堀
が
土
塁
と
不
可
分
な
も
の
と

み
な
さ
れ
、
御
土
居
堀
と
い
う
名
称
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

歩
く
／
見
る

■
聚
楽
第
跡

上
京
区
堀
川
下
立
売
北
西
周
辺

じ
ゆ
ら
く
だ
い
あ
と、

（

）

、

、

聚
楽
第
は

文
禄
四

一
五
九
五

年

完
全
に
破
壊
さ
れ
た
の
で

そ
の
範
囲
を
確
定
す
る
の
は
困
難
で
す
が
、
そ
の
外
郭
は
ほ
ぼ
元
誓
願

寺
通
、
堀
川
通
、
押
小
路
通
、
千
本
通
に
囲
ま
れ
る
辺
り
に
あ
っ
た
こ

と
は
確
か
で
す
。

城
内
の
施
設
や
周
囲
に
置
か
れ
た
武
家
町
は
、
現
在
の
町
名
や
通
り

。

、

、

、

名
に
そ
の
な
ご
り
を
留
め
て
い
ま
す

山
里
町
下
山
里
町
如
水
町

や
ま
ざ
と
ち
よ
う

に
よ
す
い
ち
よ
う

、

、

、

、

、

、

加
賀
屋
町

浮
田
町

直
家
町

田
村
備
前
町

福
島
町

主
計
町

か
が
や
ち
よ
う

う
き
た
ち
よ
う

な
お
い
え
ち
よ
う

た
む
ら
び
ぜ
ん
ち
よ
う

ふ
く
し
ま
ち
よ
う

か
ぞ
え
ち
よ
う

弾

正

町
、
日
暮
通
、
黒
門
通
な
ど
が
そ
れ
で
す
。

だ
ん
じ
よ
う
ち
よ
う

ひ
ぐ
ら
し
ど
お
り

く
ろ
も
ん
ど
お
り

な
お
、
聚
楽
第
の
遺
構
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
西
本
願
寺

（

）

、

（

）

飛
雲
閣

下
京
区
門
前
町

や

大
徳
寺
唐
門

北
区
紫
野
大
徳
寺
町

ひ
う
ん
か
く

か
ら
も
ん

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
松
林
寺

上
京
区
智
恵
光
院
通
出
水
下
る

し
よ
う
り
ん
じ

松
林
寺
境
内
南
の
地
面
は
新
出
水
通
よ
り
低
く
、
寺
の
門
か
ら
本
堂

裏
に
か
け
て
さ
ら
に
く
ぼ
ん
だ
部
分
が
あ
り
、
聚
楽
第
外
郭
の
東
西
方

向
の
堀
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
九
（
一
九
九
七
）

年
の
発
掘
調
査
か
ら
部
分
的
な
外
堀
の
一
郭
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い

ま
す
。

■
御
土
居
跡

お

ど

い

あ

と

御
土
居
は
、
市
街
地
の
拡
大
が
い
ち
じ
る
し
い
東
辺
か
ら
破
壊
が
進

み
、
明
治
時
代
に
な
る
と
大
部
分
が
壊
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
僅
か
に
残
存
す
る
御
土
居
の
う
ち
、
以
下
の
九
か
所
は
国
指

定
史
跡
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(
)

北
区
鷹
峯
旧
土
居
町

1

(
)

北
区
大
宮
土
居
町

2

(
)

北
区
紫
竹
上
長
目
町
・
上
堀
川
町

3
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(
)

上
京
区
寺
町
広
小
路
上
ル
北
之
辺
町
（
廬
山
寺
内
）

4

(
)

中
京
区
西
ノ
京
原
町

5
(

)

上
京
区
馬
喰
町
（
北
野
天
満
宮
境
内
）

6
(

)
北
区
平
野
鳥
居
前
町

7

(
)

北
区
紫
野
西
土
居
町

8

(
)

北
区
鷹
峯
旧
土
居
町

9

な
お
、(

)

北
区
平
野
鳥
居
前
町

ひ
ら
の

7

の
御
土
居
跡
は
、
上
の
図
の
よ
う
に

復
元
整
備
さ
れ
、
御
土
居
の
旧
状
を

示
し
て
い
ま
す
が
、
本
来
の
御
土
居

は
土
塁
の
上
に
竹
や
木
が
茂
っ
て
い

ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら

も
、
京
都
町
奉
行
は
竹
木
の
保
全
に

努
め
、
上
層
町
衆
角

倉
家
の
支
配
の

す
み
の
く
ら

も
と
、
附
近
の
農
民
が
管
理
し
て
い

ま
し
た
。
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御土居に囲まれた江戸時代の京都。天保2年(1831)に出版された「京町御絵図細見大成」
に書き込まれた御土居をさらに太線で強調してみた。


